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①－１ 教育内容 

 ①-1-1 学習上又は生活上の困難を改善・克服するための配慮 

 

 

 

 

   

 

  

①-1-2 学習内容の変更・調整 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

①－２ 教育方法 

①-2-1 情報・コミュニケーション及び教材の配慮 

    

 

 

 

事例）◆ ひらがなの読みはできるが、書くことは難しいので、感想等を書くときに困ら

ないように、引き出しの中にひらがなカードを入れておき、いつでも見られるよ

うにしている。 

    ◆ 排泄について、課題があるため、一定の学校生活パターンの中で時間を決めて

トイレに連れて行き、排泄のリズムをつかませるようにしている。 

    ◆ 空間的な認知に困難さがあり、絵を描くことが苦手なので、写し紙を使って図

鑑の絵や写真などを視写して、積極的に交流及び共同学習に参加できるようにし

ている。 

事例）◆ １０までの足し算では、両手を使って５まではできるものの５以上になると指

を使っても間違いが多いため、ブロックなどの具体物を使用して指導を行い、繰

り返し練習をしている。 

◆ 図画工作は、視覚的な支援として、デジタル教科書を利用し、作品を大画面に

して映し細部を拡大して示すことで、集中し、指示内容を理解できた。 

◆ 家庭学習用として、英単語や理科と社会の重要語句は単語カードを作成し、本

人が家庭で復習するようにしている。 

◆ 英語の授業には、教育支援員が配置されており、教材のプリント類にはあらか

じめカタカナをふったものを渡している。手元にホワイトボードを用意し、質問

に対する解答が思い浮かばないときに、そこにヒントとなることを書くようにし

ている。 

事例）◆ 本人が行きたい場所を確実に伝えられるよう、教室の扉に取り外しが可能な写

真を貼り活用できるようにしている。 

    ◆ 教材は、具体物や写真を多く使い、具体的にイメージをもって振り返りができ

る「写真日記」、生活の中でよく使う、物の名前を学習するための写真入り学習プ

リントなどを作り、学習したことの振り返りができ、生活の中で生かせるように

している。 
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＊１：『インクル DB』（http://inclusive.nise.go.jp/）は、インクルーシブ教育システム構築支援データベースとして、

数多くの合理的配慮の実践事例がデータベース化されています。 
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☆知的障がいのある子どもの教育における 

合理的配慮の実践例 

 具体的にどんな実際の例があるの？ 

 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所のインクル DB＊１に

様々な事例が紹介されています。障がいの程度や状態に合わせて合

理的配慮が異なりますが、ここでは、小・中学校の通常の学級、通

級による指導、特別支援学級の実際例から、一部紹介してみます。 

http://inclusive.nise.go.jp/
http://4.bp.blogspot.com/-w28GEx3_N-c/WASJRBDHo1I/AAAAAAAA_B0/DK820EOiWcwHx4qh0rvDtJ2J5wcIgD38gCLcB/s800/pose_douzo_annai_businesswoman.png
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①-2-2 学習機会や体験の確保 

   

 

 

 

 

①-2-3 心理面・健康面の配慮 

   

事例）◆ 図画工作等を学習するに当たって、本人が授業の道具や材料などを準備できな

いことがあるので、交流学級の友達や特別支援学級担任に準備をお願いすること

を教え、少しでも学習の機会が減らないようにした。 

◆ 各教科においてのグループでの話し合いのときに、様々な役割を担い、その役

割を果たすことで、自信をもって学習活動に取り組んでいる。 

  

事例）◆ 交流学級での関わりの中で、本人が話し掛けやすい児童に聞くことができるよ

うに座席の配置を配慮した。 

    ◆ 対象生徒は、他の生徒とは異なる配慮を好まないため、本人への特別な配慮は、

必要最小限にとどめている。 
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②－１ 専門性のある指導体制の整備 

    

 

 

 

②－２ 子ども、教職員、保護者、地域の理解啓発を図るための配慮 

     

 

 

 

②－３ 災害時等の支援体制の整備 

 

事例）◆ 特別支援学級では、担任、特別支援教育コーディネーター等との支援会議を週

１回行い、校内の教員同士の共通理解を図っている。 

◆ 言語障がい通級指導教室の教員と連携し、発音指導について、相談している。 

◆ 各教科の指導に当たっては、学校支援員との連携を密にした。 

事例）◆ 特別支援学級の校内公開授業を年度の早い時期にもつことで、児童理解と特別

支援教育の理解を図る機会としている。 

    ◆ 全教員に、職員会議等を通じて、本人への支援についての情報共有を図ってい

る。 

事例）◆ 避難の仕方の事前指導を丁寧に行い、避難経路となっている廊下の進行では、

予想されるガラスや障害物の散乱についてのイメージをもたせ、その際の避難の

仕方についても指導した。 

③―１ 校内環境のバリアフリー化 

    

③―２ 発達、障がいの状態及び特性に応じた指導ができる施設・設備の配慮 

    

 

 

 

③－３ 災害時等への対応に必要な施設・設備の配慮 

   

 

事例）◆ 本人に特化したものではないが、校内は、安全で分かりやすく整備されている。 

事例）◆ 教室後部を自由空間とし、作業的な活動に取り組める空間構成とした。そこに

多目的テーブルを設置し、本人に対する個別的な指導や支援の場として活用した。 

◆ 排せつの際に下着を汚すなどがあった場合に、対応できるように、特別支援学

級に、洗面所、トイレ等が完備され、対応がすぐにでき、日常生活の指導を行い

ながら生活力を向上させている。 

事例）◆ 本人に特化したものは特にない。 
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障がいの有無にかかわらずに、最大限に力を発揮できる、

みんなが学ぶ実感を得られる学校を創りましょう！ 

http://4.bp.blogspot.com/-7Pi8d3p5j7Y/VVGVl8k7gqI/AAAAAAAAtnM/jC65o7UqGHY/s800/kigyou_business_man.png
http://4.bp.blogspot.com/-7Pi8d3p5j7Y/VVGVl8k7gqI/AAAAAAAAtnM/jC65o7UqGHY/s800/kigyou_business_man.png

